
 

お盆汁 8 月 16 日は、お盆汁(お講)の日。旧正月とお盆の 16 日聖人の

ご命日には毎年組の方々が集いお斎を作りお講をお勤めします。 

今年は上組の当番です。お勤め後若院がお話をさせていただきました。 

【護ってもらう？】お墓参りにどんな印象をお持ちでしょうか。ある人

は「ご先祖様に護ってもらうため」ということを言われていました。自

分では防ぎきれない事故や、災害を少しでも避けて、安心して暮らせる

ように、という思いがあるのでしょう。できるならば、事故にも災害に 

も、遭いたくない。できるだけ病気もせず、安らかに暮らしていきたいと思うのが私達ですね。もちろんそ

の思い通りになればよいのですが、思い通りにならないのが世の中でしょう。その中で、「護る」ということ

を考えてみた時に、私たちの浄土真宗のみ教えの中にも、「お念仏するものは、数限りないほどの多くの仏さ

まに護られる」という言葉がありました。この時の「護る」とは、仏さまのみ教えを人生のよりどころとし

ていきることです。それは、世間の迷信や占いなどに惑わされずに自分の人生を精一杯生ききる事ができる

ということです。また、人生の中に出遭う、事故や災害または病気も、私の人生の１ページとして、受け止

め、その悲しみや寂しさと向き合いながらも、それを乗り越えていく事ができるみ教えをいただくのです。

私の受けとめではただ悲しいだけ、苦しいとしか受けとめられないことも、み教え 

の中で再び受けとめ直すことができます。どんな人生も、いのちの大切な姿だった 

と気づかせていただくみ教えです。護るとは、他の迷信に惑わされずに、私の人生 

の大切なことに気づかせていただくことを言うのでしょう。    若院盆汁法話 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安穏の鐘(平和の鐘) 

今年も暑い日、セミの声が今の生を鳴き 

響かせていたその日。きっと当時も蝉の 

声とともにラジオから流れる敗戦の声に 

ただ、何が起こったのか葛藤の念をその 

場に漂わせるしかなかったのではないの 

でしょうか。1945 年 8 月 15 日、その日 

の記憶を覚えておられる方々も年々と少なくなってきている昨今。また， 

為政者による回帰が危ぶまれてきました。人間は自分たちの欲望に、煩悩

に振り回されているだけの愚かな身であることに気づくことなければ結

局過ちを繰り返し、繰り返ししていく存在であることは過去が物語ってい

ます。私は、再びその日が来ることは決して望まない、「兵我無用」と声を 

あげていきます。「世の中安穏なれ」、平和を願いつつ鐘を撞きました。 

 お盆を迎えるにあたって、お磨き
お み が き

奉仕にお世話になりました。熟練さんに 

 若手さんにしっかり、ゴシゴシ。みなさん和気あい 

あいと作業を進めていただき早く終了できました。 

また、内陣の仏具の清掃もしていただきました。 

おかげさまでたいへんきれいになりました。 

どれだけ 迷うてもねんぶつの中 称えても 称えなくてもねんぶつの中 

信じても 信じなくてもねんぶつの中 ナムアミダブツ ナムアミダブツ 

ナムアミダブツの おん声が 胸にひびいてナムアミダブツ 

                           木村無相さん 鈴木剛さん提供 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

            

 

 

 

  

 

 

 

 

 

８
月
１
３
日
～
１
５

日
ま
で
が
雨
の
為
に
お

墓
参
り
が
で
き
ま
せ

ん
。
テ
レ
ビ
を
観
て
雨

は
北
海
道
だ
け
で
は
な

い
こ
と
を
知
り
気
分
が

滅
入
り
ま
す
。 

さ
て
、
私
ご
と
で
は

有
り
ま
す
が
、
気
分
転

換
の
た
め
に
よ
く
大
海

原
の
眺
望
を
頂
き
に
ド

ラ
イ
ブ
を
致
し
ま
す

が
、
そ
の
景
観
地
に
ゴ

ミ
が
散
乱
さ
れ
て
い
て

気
分
が
湿
り
ま
す
。
何

故
に
ゴ
ミ
を
投
げ
る
の

で
し
ょ
う
か
、
癒
し
を

頂
き
な
が
ら
ゴ
ミ
を
捨

て
る
、
そ
の
気
持
ち
が

解
り
ま
せ
ん
。
私
達
夫

婦
は
、
最
近
は
ゴ
ミ
袋

と
火
ば
さ
み
を
持
参
し

て
ド
ラ
イ
ブ
を
致
し
ま

す
。
景
勝
地
で
癒
し
を

頂
い
た
後
に
は
、
ゴ
ミ

拾
い
を
し
て
帰
宅
し
ま

す
。
お
願
い
で
す
、
皆
さ

ん
ゴ
ミ
は
持
ち
還
り
ま

し
ょ
う
。 

８
月
１
６
日  

北
海
道
大
島
義
勝
さ
ん 

い
か
る
が
の 

秋
の
実
り
の 

古
代
米 

根
を
張
る
そ
ば
に 

い
な
ご
と
び
か
ふ 

 

新
米
の 

量
を
は
か
り
て 

一
斗
枡
を
は
み
で
る 

 

米
の
白
き
か
が
や
き 

  

東
北
の 

 

初
秋
の
入
日 

 

あ
か
あ
か
と 

 

尾
を
ふ
り
な
が
ら 

 

み
て
ゐ
る
サ
ク
ラ 

 

東
京 

小
笠
原
孝
枝
さ
ん 

札幌市大島光子さん  

「もう、10 年も経ちましたし木も傷ん

でますなぁ、お寺に皆さんが入られる

要
かなめ

ですから。スロープ付けた折は、手

すりもしたかったのですが私も厳しい

時でしたから、おかげさんで今まで頑張

って来られました」と、飯田満さんの御

懇意で山門の塗り替えと、両側面の板

木、瓦の新調。閼伽やの塗り替え、スロ

ープの手すりをつけていただきました。 

台
風
災
害
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
少
し
ず
つ
秋
の
気
配

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
頁
、 

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
な
ど
の
写

真
提
供
は
埼
玉
県
白
岡
市
鈴

木
剛(

釋
威
徳)

さ
ん
よ
り
い

た
だ
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
皆
様 

く
れ
ぐ
れ
も
、 

お
大
事
に
て
、 

な
ん
ま
ん
だ
ぶ
つ
、
南
無
佛 

鈴木剛さん提供 
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